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卒論⽣ 内⼭美紀 
 

地域住⺠の健康診断データを⽤いた、認知機能の低下に影響を及ぼす因⼦の検討 
 
 認知機能の低下は、⾼齢者の⼈数の増加にともなって、年々その個⼈と社会への負担の⼤きさ
を増している。認知機能の低下に関連する因⼦として、介⼊不可能なものでは、年齢や APOE 遺
伝⼦型の⼀つである APOE-ε4、介⼊可能なものでは、教育⽔準の低さ、運動不⾜、握⼒の低下、
喫煙、糖尿病、脳卒中の既往歴、難聴が知られている[1,2,3]。また、 ⻭の喪失や、ビタミン B 群
をはじめとしたサプリメントの摂取のように、認知機能の変化に与える影響について、まだ統⼀
的な⾒解が出ていないものも存在する[4,5]。認知機能の低下やその先の認知症に対する効果的な
予防の取り組みを⾏うためには、介⼊可能な因⼦について、より詳細な検討をする必要がある。 
 卒業論⽂では、多様な背景因⼦の情報を含む岩⽊健康増進プロジェクトの健康診断データから、
2016 年から 2019 年までの 4 年間の Mini Mental State Examination(MMSE)の変化量をアウトカ
ムとし、年齢グループを考慮した線形回帰モデルを⽤いて影響を及ぼす因⼦の検討を⾏う。当初
は、類似の trajectoryを持つ潜在的なサブグループによって全体の trajectoryを近似的に要約する
モデルを⽤いた解析を想定していた。しかし、最終的には年齢に対する MMSE の変化を⾒たいに
も関わらず、同じ⼈のデータは多くても 4 年度分であり、期間内で点数が低下している⼈数が極
端に少ないことに加えて、MMSE という指標の性質上加齢の影響を受けやすいことや 2回⽬以降
の計測では学習効果が⽣じやすいこと[6]を踏まえ、年齢グループごとにその変化量を⾒る解析に
変更しようと考えている。 
 本抄読会では、研究の背景、対象集団、背景因⼦、認知機能の低下に関する先⾏研究、今後の
解析⽅針について発表する。 
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